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特 集　子育てするならこのまちで

子
育
て
応
援
し
ま
す

市
で
は
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、育
て
、い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■ 

第
３
子
以
降
児
の
保
育
料

を
無
料
に

保
育
園
や
市
内
の
幼
稚
園
に
入
園
す
る
第
3
子
以

降
の
お
子
さ
ん
の
保
育
料
を
無
料
化
し
て
い
ま
す
。

問
子
ど
も
福
祉
課（
内
線
１
４
６
）
／
教
育
総
務
課
（
内

線
５
６
２
）

■ 

２
人
目
の
保
育
料
を
月

３
千
円
限
度
に
減
額

保
育
園
や
市
内
の
幼
稚
園
に
２
人
以
上
入
園
し
て

い
る
場
合
、
２
人
目
の
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
を

月
３
千
円
限
度
に
減
額
し
ま
す
。
問
子
ど
も
福
祉
課

（
内
線
１
４
６
）
／
教
育
総
務
課
（
内
線
５
６
２
）

■ 

不
妊
治
療
費
助
成
の
所

得
制
限
を
廃
止

１
回
10
万
円
を
限
度
に
年
度
内
２
回
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
（
通
算
５
年
間
）。

＊ 

県
の
助
成
（
１
回
15
万
円
限
度
）
も
合
わ
せ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
問 

健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
73
‐
１
２
１
２
）

■ 

中
学
３
年
生
ま
で
医
療

費
を
助
成

健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
医
療
機
関
で
受
診
し
た

場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

問 

保
険
年
金
課（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

■ 

子
育
て
中
の
住
宅
取
得
者

に
最
大
30
万
円
助
成

市
内
に
住
宅
を
取
得
す
る
と
、
固
定
資
産
税
の
２

分
の
１
相
当
額
の
助
成
が
３
年
間
受
け
ら
れ
ま
す

（
上
限
30
万
円
）。

問
企
画
課（
内
線
３
１
４
）

保
育
園

保
育
園
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
入
学
ま
で
の
幼
い
子

ど
も
た
ち
が
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
過
ご
す
と
こ
ろ
で
す
。

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
我
が
子
を
託
し
て
、
安
心
し
て
仕
事

に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
応
援
し
ま
す
。

保
育
料
は
、
第
３
子
以
降
は
無
料
。
２
人
目
の
３
歳
未
満

の
入
園
児
は
、
月
３
千
円
を
限
度
に
減
額
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
時
的
に
子
ど
も
を
預
け
た
い
場
合
、
愛
・
木
崎
・

さ
と
み
保
育
園
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
１
４
６
）

延
長
保
育
は
、
最
長 

朝
７
時
か
ら
夜
７
時
ま
で

宮ノ脇保育園長
綿引  裕子 さん

保護者の方には、園で

のお子さんの様子を伝え

て、より子育ての楽しさ

を感じてもらえるように

しています。

地域の方との交流の思

い出も、子どもたちの心

に残ってくれたらいいで

すね。

■ 
妊
産
婦
マ
ル
福
の
医
療
費

助
成
を
拡
充

妊
産
婦
マ
ル
福
対
象
者
の
所
得
制
限
を
廃
止
。
ま

た
、
産
婦
人
科
以
外
の
医
療
費
に
も
助
成
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

（
時
間
は
園
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）
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マ
マ
・
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン

子
育
て
情
報
は
図
書
館
で

市
立
図
書
館
で
開
設
し
た
「
マ
マ
・
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン
」
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
り
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
の

本
や
雑
誌
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
マ
さ
ん
同
士
の
情
報
交
換
の

場
と
し
て
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○ 

日
時　

毎
月
の
第
１
木
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○ 

場
所　

図
書
館
本
館
2
階
集
会

室

問
図
書
館
（
☎
72
‐
５
５
５
５
）

■ 

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
を
開
設

乳
児
を
連
れ
た
外
出
を
応
援
す
る
た
め
、
授
乳
や

オ
ム
ツ
換
え
が
で
き
る
場
所
を
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

に
設
置
し
ま
す
。

問
子
ど
も
福
祉
課（
内
線
１
４
５
）

■ 

乳
児
の
お
む
つ
購
入
費
を

最
大
２
万
円
助
成

乳
児
１
人
に
つ
き
総
額
で
、
２
万
円
を
限
度
に
助

成
し
ま
す
。

問
子
ど
も
福
祉
課（
内
線
１
４
５
）

■ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

利
用
者
の
自
宅
で
産
前
産
後
の
お
世
話
、
子
ど
も

の
一
時
保
育
な
ど
、
１
時
間
４
０
０
円
で
利
用
で

き
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

ほ
の
ぼ
の
お
お
た
（
☎
72
‐
４
５
７
４
）

■ 

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
育

児
相
談
室
を
開
設

乳
児
を
も
つ
保
護
者
の
方
が
、
育
児
の
悩
み
や
不

安
を
助
産
師
等
に
相
談
で
き
ま
す
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
73
‐
１
２
１
２
）

子
育
て
家
庭
応
援
情
報
誌

「
や
ま
ぶ
き
キ
ッ
ズ
！
」
は
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
総
合
的

な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
が
満

載
な
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

 【
や
ま
ぶ
き
キ
ッ
ズ
！
配
布
場
所
】

市
役
所
本
庁
、
子
ど
も
福
祉
課
、

各
支
所
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各

保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど

こ
の
１
冊
に
子
育
て
情

報
が
満
載

『
や
ま
ぶ
き

　
　

キ
ッ
ズ
！
』

を
上
手
に
利
用
し

よ
う

特 集　子育てするならこのまちで
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特 集　子育てするならこのまちで

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
一
緒
に
遊
べ
る
友
達
が
ほ
し
い
」「
子
育
て
の
悩
み
を
相
談

す
る
人
が
い
な
い
」「
戸
外
で
遊
ば
せ
た
い
が
、
遊
び
場
が
な
い
」

そ
ん
な
経
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
が
楽

し
く
子
育
て
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
た
ち

の
遊
び
場
や
、
出
会
い
の
場
と
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

主
な
活
動
内
容　

園
庭
・
支
援
室
の
開
放
、
育
児
相
談
、
保

育
園
児
と
の
交
流
、
お
は
な
し
会 

な
ど

○ 

実
施
日　

愛
保
育
園
（
木
曜
日
を
除
く
平
日
）
☎
72
‐

８
４
１
５
／
金
砂
郷
保
育
園
（
月
・
水
・
金
曜
日
〈
祝
日

を
除
く
〉）
☎
76
‐
２
０
４
４
／
さ
と
み
保
育
園
（
木
曜
日

を
除
く
平
日
）
☎
82
‐
２
８
１
５

遊
び
・
出
会
い
・
交
流
の
場

こどもセンターうぐいす  
保育士

福地 正義 さん

ダンスのインストラクター

もしています。小さな子ど

もが安全にできる動きを考

えて、楽しくリズム運動し

ています。

子
育
て
を
地
域
の
み
ん
な
で

支
え
る
広
場

地
域
の
子
育
て
経
験
者
の
方
々
が
、
マ
マ
さ
ん
た
ち
を
応
援

し
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
や
知
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
自
由
に
お

話
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
も
伸
び
伸
び
遊
ん
で
、
マ
マ
さ
ん
同

士
の
交
流
・
情
報
交
換
な
ど
も
で
き
ま
す
。
子
育
て
中
の
保
護

者
の
方
、
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
じ

い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
も
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
ど
う
ぞ
。

○ 

場
所
等　

水
府
保
健
セ
ン
タ
ー（
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日〈
祝

日
除
く
〉
午
前
10
時
〜
正
午
）
／
里
美
保
健
セ
ン
タ
ー
（
毎

月
第
１
・
３
木
曜
日
〈
祝
日
除
く
〉
午
前
10
時
〜
正
午
）

問
子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
１
６
１
）

地
域
の
先
輩
マ
マ
が
サ
ポ
ー
ト

竹内悠美 さん
　　 穂花 ちゃん
　　　　（岩手町）

子育て支援センターは利用
していましたが、この広場
には初めて参加しました。
たくさん友だちを作ってあ
げたいです。

☆ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

【 

や
ま
ぶ
き
キ
ッ
ズ
の

　

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！
】

○ 

妊
娠
時
か
ら
出
産
、
乳
幼

児
期
、
保
育
園
や
幼
稚
園

の
入
園
、
小
・
中
学
校
の

入
学
時
な
ど
、
成
長
過
程

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
や
必
要
な
手
続
き
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

○ 

病
気
や
け
が
、
子
育
て
や

家
庭
内
で
悩
ん
だ
と
き
に

相
談
で
き
る
機
関
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

◆ 

市
内
で
は
、
様
々
な
グ
ル
ー

プ
が
子
育
て
を
支
援
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
◆

問
子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
１
４
５
）
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「
婚
活
」
応
援
し
ま
す

結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー

Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト

相談センターを利用したり、出

会いのパーティに参加するなど、

「行動」をして、生き生きとがん

ばっている方には、自然といいお

話が来るように感じますね。

結婚相談センター
「YOU愛ネット」
根本 道子 さん

お気軽に、

ご利用ください

新
婚
家
庭
に
は
、
月
２
万
円
の

家
賃
助
成

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
、
最
大
10
万
円

助
成

結
婚
を
希
望
し
て
い
る
方
の
相

談
に
の
り
、
相
手
探
し
を
お
手
伝

い
す
る
の
が
結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
」
で
す
。
開

設
時
は
男
女
92
人
が
登
録
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
の
登
録
者
は

２
７
１
人
（
男
性
１
８
４
人
、
女

性
87
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
で
は
、
専
任

の
相
談
員
が
相
手
探
し
か
ら
お
見

合
い
ま
で
、
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
登
録
者
は

出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
や
交
流
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
得
ら
れ
、

自
分
の
条
件
に
合
う
相
手
を
検
索

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

男性独身率 女性独身率

常陸太田市 ％ ％

県 44.9％ ％

国 ％ ％

■ 25～ 44 歳の独身率

※平成 22年国勢調査

　

今
年
度
か
ら
新
婚
さ
ん
を
対
象

に
し
た
家
賃
補
助
を
、
月
２
万
円

に
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
引
越

し
費
用
等
に
お
使
い
い
た
だ
く
た

め
、
６
カ
月
分
を
前
払
い
す
る
一

時
助
成
金
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
主
な
要
件

　

○ 

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入

居
し
て
い
る
方

　

○ 

婚
姻
届
出
日
現
在
で
夫
婦
い

ず
れ
も
満
50
歳
以
下
の
方

　

○
結
婚
３
年
目
ま
で
の
方

男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
、「
婚

活
」
を
応
援
し
ま
す
。

◇
補
助
金
額

　

○
参
加
者
50
人
以
上
の
交
流
会

　

10
万
円
（
50
人
以
下
５
万
円
）

　

○
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
等　

5
万
円

問
企
画
課
（
内
線
３
１
４
）

◇ 

助
成
額

○ 

家
賃
助
成
金　

月
額
２
万
円

（
家
賃
が
２
万
円
未
満
の
場

合
は
そ
の
額
）
＊
年
度
末
支

払
い

○ 

一
時
助
成
金　

家
賃
助
成
金

の
6
月
分
（
上
限
）　

＊
申

請
後
速
や
か
に
支
払
い
ま
す
。

◇ 

助
成
期
間　

最
大
36
月
間
（
家

賃
助
成
期
間
と
一
時
助
成
金
月

数
の
合
計
）

問
企
画
課
（
内
線
３
１
４
）

 

登
録
者
数
は
こ
の
１
年
で

75
人
増
加

ま
た
、
独
身
の

お
子
さ
ん
を
持
つ

親
か
ら
の
相
談
に

も
応
じ
て
お
り
、

結
婚
希
望
の
お
子

さ
ん
を
持
つ
親
の

集
い
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

 

ベ
テ
ラ
ン
相
談
員
が

親
身
に
対
応

クリスマスパーティで婚活

特 集　子育てするならこのまちで
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太
田
地
区

宮
本
町

山
部
正
之

内
堀
町

平
澤
國
男

中
城
町

舘
　
恭
美  

栄
町

大
森
眞
一

東
一
町

石
橋
秀
夫

塙
町

井
坂

　
晴

金
井
町

白
土
　
龍

東
二
町

大
須
賀
克

　

東
三
町

鍋
屋
繁
範

木
崎
一
町

石
井
勝
三

木
崎
二
町

長
澤

　
宏

山
下
町

生
田
目
千
惠
子

西
三
町

池
保
裕

西
二
町

髙
橋
松
男

西
一
町

菊
池

　
均

寿
町

鈴
木
昭
一

機
初
地
区

幡
町

村
田
　
裕

四
季
の
丘

は
た
そ
め

原
渕
　
始

三
才
町

江
間

　
貢

西
宮
町

塩
原
英
教

田
渡
町

棚
井

　
保

長
谷
町

東
山
　
豊

高
貫
町

齋
藤
貫
司

西
小
沢
地
区

岡
田
町

中
村
龍
一
郎

小
沢
町

綿
引
一
男

内
田
町
上

大
内
道
弘

幸
久
地
区

上
河
合
町

宇
野
英
夫

下
河
合
町

木
村
澄
藏

藤
田
町

大
内
國
昭

粟
原
町

宇
野
隆
行

島
町

石
川

　
久

佐
竹
地
区

磯
部
町

川
崎
陽
平

谷
河
原
町

篠
原
勝
幸

天
神
林
町

小
林
啓
徳

佐
竹
南
台

高
木
喜
和

稲
木
町

杉
森

　
充

町
会
長
の
皆
さ
ん
を

                    

紹
介
し
ま
す

誉
田
地
区

馬
場
町
上

齋
藤
俊
彦

馬
場
町
下

小
林
宏
平

馬
場
町
真
渕

桐
原
　
弘

新
宿
町
上

中
郡

　
浩

新
宿
町
下

中
口
竹
紀

増
井
町

金
澤
勝
男

下
大
門
町
一

榊
　
忠
雄

下
大
門
町
二

大
和
田
清
見

上
大
門
町
一

黒
羽
文
男

上
大
門
町
二

助
川
忠
泰

佐
都
地
区

里
野
宮
町

西
野
一
民

白
羽
町

渡
邉
一
雄

茅
根
町

梶
山
圭
三

常
福
地
町

石
川

　
猛

春
友
町

武
藤
征
也

世
矢
地
区

小
目
町

田
所
三
男

亀
作
町

大
久
保

　
之

真
弓
町

清
水
一
郎

真
弓
町

　
真

弓
ヶ
丘
団
地

小
林
良
一

大
森
町

大
内
　
操

河
内
地
区

町
屋
町

大
森
貞
文

町
屋
町
北

秋
葉
貞
夫

西
河
内
下
町

塙
　
勝
友

西
河
内
中
町

片
根
二
朗

西
河
内
上
町

豊
田
勇
一

久
米
地
区

久
米
町

石
井
　
彰

薬
谷
町

鈴
木
　
馨

大
里
町
１

関
　
一
郎

大
里
町
２

寺
門
正
美

大
平
町

齋
藤
軍
一

玉
造
町

富
永
幸
男

郡
戸
地
区

花
房
町

関
　
　
守

新
地
町

仲
村
義
信

松
栄
町

安
　
一
麿

中
野
町

塙
　
忠
敬

小
島
町

中
村
忠
男

金
郷
地
区

高
柿
町

塩
谷
和
美

大
方
町

多
賀
谷
謙
豊

竹
合
町

阪
本
勝
實

箕
町

岩
間
正
一

下
利
員
町

須
藤
保
弘

中
利
員
町

小
薗
正
勝

千
寿
町

櫻
井
資
郎

岩
手
町

木
村
安
夫

金
砂
地
区

上
利
員
町

鯉
渕
盛
男

下
宮
河
内
町

根
本
一
男

赤
土
町

関
　
清
一

上
宮
河
内
町

菊
池
勝
美

山
田
地
区

松
平
町

平
根
　
伸

和
田
町

菊
池
進
一

東
連
地
町

菊
池
　
昂

棚
谷
町

平
山
義
光

国
安
町

石
川
　
治

染
和
田
地
区

和
久
町

後
藤
正
一

町
田
町

小
林
晋
昇

西
染
町

二
方

　
清

中
染
町
中
南

会
澤
勝
男

中
染
町
中
東

吉
澤
正
之

中
染
町
中
西

古
川
仁
一

東
染
町

栗
原

　
茂

天
下
野
地
区

天
下
野
町
一
区

菊
池
一
嘉

天
下
野
町
二
区

渡
辺
安
彦

天
下
野
町
三
区

中
嶋

　
滿

天
下
野
町
四
区

茅
根

　
明

天
下
野
町
五
区

木
下
大
三

天
下
野
町
六
区

長
嶋

　
守

高
倉
地
区

下
高
倉
町
第
１

井
上
久
夫

下
高
倉
町
第
２

小
林
清
一

上
高
倉
町
第
１

神
長
寿
生

上
高
倉
町
第
２

藤
田
徳
造

小
里
地
区

里
川
町

荷
見
　
誠

徳
田
町

小
田
部
功

小
妻
町

豊
田
　
一

小
中
町

井
坂
勝
安

大
中
町

小
林
信
房

大
中
町
白
幡
台

齋
藤

　
一

賀
美
地
区

折
橋
町

佐
川
京
平

小
菅
町

藤
田
宏
美

上
深
荻
大
菅
町

田
所
美
朗

総
務
課
（
内
線
３
３
９
）

金
砂
郷
企
画
総
務
課 

☎
76-

２
１
１
１

水
府
企
画
総
務
課 

☎
85-

１
１
１
１

里
美
企
画
総
務
課 

☎
82-

２
１
１
１

﹇
敬
称
略
﹈

内
田
町
中

大
内
幸
雄

内
田
町
下

冨
岡

　
勉

落
合
町

宮
本

　
剛

堅
磐
町

川
﨑
英
則

上
土
木
内
町

檜
山
博
美

沢
目
町

中
村
好
文

瑞
竜
町
一

沼
田
文
夫

瑞
竜
町
二

西
野
敏
雄

芦
間
町

茅
根
和
一

まちづくりや暮らしの向上にご尽力いただく

廣
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

今
月
は
木
崎
二
町

今から約 200 年前、木崎郷の貧
しい家に生まれた「喜代太郎」は、
11歳で奉公に出されました。しか
し父・三次が足の病にかかったた
め、その面倒を見ることに。親想
いの喜代太郎は、働き先からもらっ
た食べ物を父に与え、自分は食べ
たふりをしていました。大小便の

幼くして逝った孝行息子をしのぶ

世話なども行い、寝ずの看病をしたことも。それを聞いた水戸藩の役
人は米や金一封を与えましたが、無理をしたためか、喜代太郎は 13
歳でこの世を去りました。当時この美談は全国に知れ渡ったそうです。

紹介者　
木崎二町
田所 道造 さん

来月は木崎二町
の「に」つなが
りで、西河内中
町さんにお願い
します。

き    ざき   に

にし    ごうと     なか

梅照院には孝子・
喜代太郎の碑㊧
と、地域貢献に
一生を捧げた藤
渕寅三郎翁の胸
像㊤がある

4月 22日、真弓町にて地域住民や高校生ボラン
ティア（太田一高 JRC部）など総勢 42人が参加し、
真弓山ハイキングコースに案内板・説明板の設置

を行いました。

これは、平成 21年度に市文化課と行ったエコ
ミュージアム活動の『お宝探し』で作成した地域

のお宝マップを参考にしたもの。

看板の取り付け作業は 3班にわかれ、真弓山ハ
イキングコース 6.1ｋｍの 19カ所に設置しました。
コースには、真弓山から関東平野が見渡せる「見

晴台」や歴史的ないわれのある「ひざ掛け石」、「真

弓神社」などがあり、地域の貴重な資源と自然

豊かな環境を楽しめるコースとなっています。ま

た、縄に榊の枝をさして願いをかけると願いが叶

うといわれる「願掛けのしめ縄」があり、参加者は、

しめ縄に枝をさし、思い思いの願いを込めました。

今後は、整備されたコースを生かし、紅葉のき

れいな時期にハイキングが予定されています。



9

問 

文
化
課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　 

推
進
室
（
内
線
５
４
１
）

「
豊ぶ

ん
ご
の
く
に
に
こ
う
じ
ょ

後
国
二
孝
女
物
語
」

は
、
江
戸
時
代
後
期
の
実
話

で
、
豊
後
国
臼う
す

杵き

（
現
大
分

県
臼
杵
市
）の
若
い
姉
妹「
つ

ゆ
」
と
「
と
き
」
の
親
孝
行

物
語
で
す
。

姉
妹
の
父
・
初は

つ

え

も

ん

右
衛
門

は
、
親し
ん

鸞ら
ん

聖
し
ょ
う

人に
ん

遺
跡
巡
拝

の
旅
の
途
中
に
病
気
に
な
り
、

青し
ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺
（
本
市
東
連
地
町
）

で
手
厚
い
看
護
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

姉
妹
は
、
そ
の
父
を
迎
え

る
た
め
に
、約
３
０
０
里（
約

１
２
０
０
㎞
）
離
れ
た
常
陸

国
へ
の
旅
に
出
発
。

豊
後
国
臼
杵
か
ら
青
蓮
寺

ま
で
の
約
２
カ
月
、
様
々
な

危
機
を
乗
り
越
え
た
姉
妹
は
、

７
年
ぶ
り
に
父
と
再
会
を
果

た
し
ま
す
。

『
豊
後
国
二
孝
女
』
の
物
語

を
広
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
二
孝
女
顕
彰
会
」（
櫻
井
正
美

会
長
）
が
、
こ
の
た
び
一
般
向

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。
Ａ
３
版
カ
ラ
ー
刷
り

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
二

孝
女
物
語
の
概
要
と
そ
の
英

語
訳
も
掲
載
し
、
わ
か
り
や

す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
和
田
町
と
岩
手
町

の
県
道
沿
い
に
、
案
内
看
板

を
設
置
。
二
孝
女
物
語
の
Ｐ

Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
・
中
学
生

向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。

民
衆
の
祈
り
の
場  ―

来
迎
院
（
大
里
）―

　
　
　

阿
弥
陀
堂
本
堂
・
楼
門
（
県
指
定
文
化
財
）

ひたちおおたの  文化財見どころガイド
例年 10月に行う「集中曝

ばくりょう

涼」。今年も 10月 20 日土～ 21 日日に開催します。
問 文化課文化財係
　（☎ 72-3201）

たくさんの参詣者が奉納したもの

の中には、太田の絵師である宇
う

佐
さ

美
み

太
たい

奇
き

や田
た

所
どころ

静
せい

山
ざん

の筆による絵馬、

松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

門
もん

下
か

・尾
お

花
ばな

庵
あん

の俳
はい

諧
かい

連
れん

歌
が

額
がく

、江戸時代前期の町
まち

屋
や

石
いし

製
せい

手
ちょう

水
ず

石
いし

などもあります。

来
らい

迎
こう

院
いん

は大里町にある天
てん

台
だい

宗
しゅう

の寺です。来迎院の建ってい
る場所には、元は真

しん

言
ごん

宗
しゅう

安
あん

楽
らく

寺
じ

という寺がありましたが廃
すた

れ
てしまったため、人々の強い要望により磯

いそ

浜
はま

村
むら

（現在の大洗
町磯浜町）の天台宗普

ふ

賢
げん

院
いん

が移され、江戸時代の初めに来迎
院となり、昭和 30年代までは多くの参詣者でにぎわいました。
現在は無

む

住
じゅう

となっていますが、阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

本
ほん

堂
どう

と楼
ろう

門
もん

、本尊
の木

もく

造
ぞう

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

が県指定文化財となっているほか、平
成 24年 1月に市指定文化財となった木

もく

造
ぞう

如
にょ

来
らい

形
ぎょう

坐
ざ

像
ぞう

や、参
詣者によって奉

ほう

納
のう

された絵
え

馬
ま

群
ぐん

など数多くの貴重な文化財が、
地元の人たちによって大切に守られています。

長く秘
ひ
仏
ぶつ
とされてきた本尊などを、多くの皆

さんにご覧いただきたいという大里町の方々の

思いから、来迎院は平成 20年から集中曝涼に
参加。今年も、地元の方々の心づくしの様々な

おもてなしが予定されています。かつて多くの

人々が集い幸せを願った来迎院を、この機会に

ぜひ訪れてみてください。
久米小

（大里町 3708）来迎院

南中

 

二
百
年
前
、約
千
二
百
㎞
を
旅
し
た

親
孝
行
姉
妹
が
い
た
…
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TＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

市
の
歌
「
空
が
あ

る
ま
ち
」
完
成

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
市
の
歌
の

作
者
・
マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
さ
ん
が
、

4
月
5
日
、
大
久
保
市
長
に
市
の

歌
「
空
が
あ
る
ま
ち
」
の
完
成
報

告
を
行
い
ま
し
た
。「
空
が
あ
る

ま
ち
」
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

北
消
防
署
金
砂
出
張

所
が
開
所

４
月
１
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

市
北
消
防
署
の
金
砂
出
張
所
が

開
所
し
、
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
出
張
所
に
は
、
常
時
３
名
の
職

員
が
勤
務
し
、
救
急
車
１
台
、
消

防
ポ
ン
プ
車
１
台
で
対
応
に
当
た

り
ま
す
。

午
前
９
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
所

式
に
は
、市
長
、市
議
会
議
長
、国
・

県
・
市
議
会
議
員
、
消
防
団
役
員
、

地
元
の
町
会
長
の
皆
さ
ん
な
ど
が

参
加
。
大
久
保
市
長
は
「
救
急
対

応
の
拠
点
と
し
て
、
救
命
率
向
上

や
災
害
の
被
害
軽
減
を
図
る
」
と

し
「
安
全
安
心
な
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ミ
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
そ
の
役

割
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、

「
平
成
24
年
度
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ミ
ナ
ー
」
が
４
月
５

日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
関
係
者
な
ど
約
１
３
０
人

が
参
加
。
最
初
に
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
市
内
の
被
害
状
況
説
明

と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
専

門
家
で
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
救

援
委
員
長
の
僧
侶
・
米
澤
智
秀
氏

か
ら「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の〝
い

ま
〞
を
知
り
〝
こ
れ
か
ら
〞
を
考

え
る
」
と
題
し
て
の
講
演
。
米

澤
氏
は
、「
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
の
意
識

が
重
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

牛
込
橋
の
拡
幅
・

耐
震
工
事
が
完
了

松
平
町
か
ら
千
寿
町
を
つ
な
ぐ

牛う
し

込ご
め

橋
の
拡
幅
耐
震
補
強
工
事

が
、
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
幅
員
は

2.7
メ
ー
ト
ル
か
ら
5.0
メ
ー
ト
ル
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
防
災
や
救
急
活

動
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
主
要
道
と
し
て
多
く
の
皆
さ

ん
の
利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
用
社
会
科
副

読
本
が
完
成

中
学
校
用
の
社
会
科
副
読
本
が

完
成
し
、
新
中
学
１
年
生
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

「
郷
土
を
理
解
し
愛
す
る
心
を

育
む
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
独
自
の

取
り
組
み
で
作
成
。
今
回
は
、
震

災
や
防
災
な
ど
新
し
い
デ
ー
タ
も

掲
載
し
、
現
在
の
ふ
る
さ
と
を
知

る
手
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
自
ら
調
べ
、
考
え
る
」

学
習
を
進
め
な
が
ら
、
常
陸
太
田

市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
に

も
重
点
を
お
き
、「
地
域
の
お
宝

発
見
マ
ッ
プ
」
づ
く
り
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
、
中
学
校
で
の
「
地
域
学

習
」
を
中
心
に
積
極
的
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
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健康でいこう 今月の市民健康スポーツデーは
５月30日水です

問 スポーツ振興課スポーツ振興係（山吹
運動公園市民体育館内）

　☎ 73‐００９０／ FAX 73‐１２３０

個人、家族、グループなどで楽しんでカラダを
動かしましょう！

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
シ
ニ
ア
（
大
中
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
愛
好
会
）
の
み
な
さ
ん

代
表

　
白
石

　
彰
さ
ん
（
大
中
町
）

「
平
成
16
年
に
地
区
の
公
民
館
で
２
カ
月

間
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
が
あ
り
、
そ
れ

に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
で
『
面
白
く
て
健
康

づ
く
り
に
も
ち
ょ
う
ど
よ
い
』
と
い
う
こ
と

か
ら
こ
の
会
を
つ
く
り
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
活
動
は
月
に
２
回
の
定
期
練
習
と
、
年
１

回
の
チ
ー
ム
内
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他

の
チ
ー
ム
と
は
違
う
取
り
組
み
と
し
て
定
期

練
習
日
以
外
で
も
希
望
が
あ
れ
ば
練
習
場
所

を
確
保
す
る
『
世
話
係
』
と
い
う
係
が
あ
り
、

が
ん
ば
り
た
い
メ
ン
バ
ー
の
後
押
し
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
声
を

か
け
あ
う
』『
褒
め
あ
う
』
こ
と
を
大
事
に
し
、

仲
間
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
表
現
は
使
わ
な

い
な
ど
、
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
で
き

る
よ
う
な
配
慮
を
チ
ー
ム
全
体
で
実
践
し
て

い
ま
す
。

地
域
で
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
紹
介

『
高
齢
者
が
元
気
に
楽
し
く
運
動
で
健
康
づ
く

り
が
で
き
る
こ
と
』
こ
れ
が
活
動
の
目
標
で
す
。」

メ
ン
バ
ー
全
員
で
お
互
い
へ
の
配
慮
を
行
う

こ
と
が
、
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
そ
れ
が
ま

た
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 「
仲
良
く
、
楽
し
く
、
さ
わ
や
か
に
、
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
」

今年の「健康スポーツチャレンジデ

ー 2012」は、5月 30日水です（市
民健康スポーツデーと同時開催）

当日は、午後 9時 15分までに 15
分以上カラダを動かして、スポーツ

振興課まで報告してください。

詳しくは新聞折込等で周知しますの

で、ご参照ください。

健康でいこう

さ
く
ら
ま
つ
り

４
月
６
日
〜
18
日
、
西
山
公

園
で
は
２
年
ぶ
り
の
さ
く
ら
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

花
は
例
年
よ
り
遅
れ
ま
し
た
が
、

１
千
５
０
０
本
の
桜
は
見
事
に
咲

き
誇
り
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

竜
神
峡
鯉
の
ぼ
り
ま

つ
り

第
23
回
竜
神
峡
鯉
の
ぼ
り
ま

つ
り
が
４
月
21
日
か
ら
５
月

13
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
の
群

泳
の
ほ
か
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
地
元
の

特
産
品
や
山
菜
の
販
売
、
地
元

そ
ば
店
で
の
「
蕎
麦
ま
つ
り
」

な
ど
で
多
く
の
観
光
客
が
楽
し

み
ま
し
た
。

健康スポーツチャレンジデー
2012

【当日の報告先】

　電　話：0294-72-9123
　ＦＡＸ：0294-72-9456
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農
業
の
チ
カ
ラ

朝
市
の
会
代
表

　

石
川
元
子
さ
ん

平成21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が1～3年間、過疎地域に
住民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域
協力活動をしていきます。　　RelierのBlog＊http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/

4月から『地域おこし協力隊 Relier（ルリエ）』は、活動 2年目に入りました。
地域の方をはじめ、多くの方に支えていただき活動できたことに感謝いたします。

そんなルリエに仲間が 2人増え、パワーアップしました !!(^^)5人で力を合わせて
さらに地域が元気になるように活動に励みたいと思います。

「みなさんはじめまして。４月から地域おこし協力

隊ルリエの新隊員として活動している、野嵜真衣（のざきまい）と白石百合乃（し

らいしゆりの）です。私たちは常陸太田市に来て間もないので、活動も手探りで

すが、昨年から里美支部で活躍している 3人の先輩を見習ってがんばります。今
後は、金砂郷地区を中心にさまざまな場所に足を運び、地域の方々との一期一会

を大切に『地域に溶け込むこと』と『地域を知ること』に努め、どのような地域

おこしができるか探っていく予定です。私たちは旧金砂郷町の町章をヒントにロ

ゴを制作しました。ハートは温かい心と太陽、2本の線は山田川と浅川を表します。
“Kanasago”と“Go”をかけ、みなさんと一緒に前に進んでいきたいという思
いを込めました。市民のみなさん、どうぞよろしくお願いします！」

地域おこし協力隊の活動報告つながりぼんつながりぼんつながりぼん

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
女
性
部
会
長
で
も
あ
る

石
川
さ
ん
。

「
朝
市
で
は
、
野
菜
の
話
は
も
ち
ろ
ん
、

野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
話
な
ど
の
交
流
が
で

き
て
楽
し
い
で
す
ね
。
毎
月
楽
し
み
に
来
て

い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
よ
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
会
員
は
３
０
０
人
を
超
え
、

料
理
教
室
や
手
芸
の
手
作
り
品
な
ど
多
彩
な

事
業
を
行
い
、
こ
の
朝
市
も
そ
の
活
動
の
一

つ
と
の
こ
と
。

「
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
み
の
一
つ
で
、売
っ

て
い
る
野
菜
の
食
べ
方
や
料
理
方
法
を
聞
い

て
く
る
方
も
多
い
。
も
ち
米
も
売
っ
て
い
る

の
で
山
菜
お
こ
わ
の
作
り
方
を
聞
か
れ
る
と
き
も

あ
る
」
そ
う
で
す
。

市
役
所
の
駐
車
場
で
の
開
催
に
つ
い
て
は
、「
重

い
野
菜
も
駐
車
場
が
近
い
の
で
喜
ば
れ
て
い
る
」。

地
産
地
消
に
つ
い
て
も
、「
地
元
の
野
菜
は
意
外

と
種
類
が
多
い
の
で
、
旬
の
も
の
を
美
味
し
く
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
を
聞
く
と
、「
ハ
ウ
ス
を
や
っ
て

い
る
方
が
少
な
い
の
で
、
旬
の
野
菜
以
外
の
野
菜

の
多
品
種
化
や
加
工
品
の
販
売
を
進
め
た
い
。
ま

た
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
が
や
が
や
お

話
が
で
き
る
よ
う
な
、
憩
い
の
場
と
し
た
い
」
と

う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

朝
市
で
楽
し
い
交
流

旬
の
も
の
を
美
味
し
く

今
回
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
農

業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
農
業
者
の
皆

さ
ん
の
意
気
込
み
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

（
小
目
町
）
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国民年金通信　●●● 保険年金課年金医療係（内線 117 ･ 118）

ご
存
知
で
す
か
？ 

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

Ａ 

．
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
承

認
さ
れ
れ
ば
、保
険
料
の
一
部
、

ま
た
は
全
部
の
支
払
い
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○ 

免
除
・
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
は
、
国
民
年
金
の
受
給

資
格
期
間
と
し
て
み
な
さ
れ

ま
す
。

○ 

将
来
受
け
取
る
年
金
額
は
、

免
除
を
受
け
た
月
数
に
応
じ

て
減
額
さ
れ
ま
す
。

Ａ 

．
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○ 

免
除
手
続
き
等
を
し
て
い
な

い
国
民
年
金
の
未
納
期
間
が

あ
る
と
、
病
気
や
事
故
な
ど

で
万
一
障
害
状
態
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
時
に
、
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
と
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
老
齢

基
礎
年
金
に
つ
い
て
も
、
受

け
取
れ
る
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

将
来
、
国
民
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年

金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
仕
事
や
生
活
の
状

況
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
免
除
・
納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

Ａ 

．
免
除
を
受
け
る
た
め
の
条
件

は
、
申
請
さ
れ
る
方
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

被
保
険
者
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
方
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
が

基
準
内
で
あ
れ
ば
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
全
額
、
ま
た

は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

○ 

所
得
が
少
な
い
若
年
層
（
30

歳
未
満
）
の
方
に
つ
い
て
は
、

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

○ 

失
業
中
の
方
に
は
退
職
者
特

例
が
あ
り
ま
す
。

○ 

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

住
宅
、
家
財
、
そ
の
他
の
財

Ｑ
． 

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
と
は
？ 

Ｑ 

．
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る

と
ど
う
な
る
の
？ 

Ｑ
． 

免
除
・
猶
予
を
受
け
る
に
は
？ 

Ｑ
． 

申
請
の
方
法
は
？ 

産
に
、
お
お
む
ね
２
分
の
１

以
上
の
損
害
を
受
け
た
方
は
、

申
請
に
よ
り
、
保
険
料
が
全

額
免
除
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
． 

保
険
料
の
追
納
制
度
と
は
？ 

Ａ 

．市
役
所
の
年
金
担
当
窓
口
へ
、

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

＊ 

本
庁
は
保
険
年
金
課
年
金
医

療
係
、
各
支
所
は
市
民
生
活

課
保
険
福
祉
係

申請受付期間
対象
年度

免除対象期間 申請に必要なもの

平成 24年 7月
31日まで

平成 23
年度

平成 23年 7月～
平成 24年 6月分

▽印鑑
▽ 退職特例を希望の方は
　・離職票
　　または
　・雇用保険受給資格者証等

平成 24年 7月 2日
～ 25年 7月 31日

平成 24
年度

平成 24年 7月～
平成 25年 6月分

平成 24年 7月
2日まで

災害特

例免除

平成 23年 2月～
平成 24年 6月分

▽印鑑
▽り災証明書

Ｑ
． 

申
請
の
期
間
は
？ 

Ａ 
．
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。 

 

Ａ 

．
免
除
・
猶
予
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
あ

と
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。

　
○ 

追
納
を
す
る
こ
と
で
、
将
来

年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
、

全
額
納
付
し
た
場
合
と
同
じ

年
金
額
が
受
け
取
れ
ま
す
。

追
納
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

市
役
所
の
年
金
担
当
窓
口
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問 

保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
☎

内
線
１
１
７
・
１
１
８
）
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予算現額

支出済額

歳　出

民生費

総務費

公債費

土木費

教育費

災害復旧費

その他

億 億 億 億 億

（ ％）

（ ％）

億 万 千円

（ ％）

（ ％）

（ ％）

（ ％）

億 万 千円

億 万 千円

億 万 千円

億 万 千円

（ ％）

億 万 千円

億 万 千円

億 万円

（ ％）億 万円

億 万 千円

億 万 千円

（ ％）億 万 千円

億 万 千円

億 万 千円

億 億 億 億 億

地方
交付税

市税

国県
支出金

市債

諸収入

使用料
および
手数料

その他

予算現額

収入済額

歳　入
繰越金

（ ％）（ ％）
億 万 千円

億 万 千円

億 万 千円

億 万 千円

（ ％）

億 万 千円

億 万 千円

（ ％）億 万 千円

（ ％）
億 万 千円

億 万 千円

（ ％）

（ ％）

億 万円

億 万 千円

（ ％）億 万 千円

（ ％）
億 万円

万円

億 万 千円

億 万 千円

億 万 千円

億 万 千円

　

財
政
収
支
状
況

市
で
は
地
方
自
治
法
お
よ
び
市
条
例
に
基
づ
き
、
財
政
運
営
状
況
を
年
２
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
の
財
政
収
支
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

　

※
平
成
23
年
度
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
の
た
め
、
予
算
額
が
増
大
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
財
政
課
（
内
線
３
１
９
）

平成 　　年度
億 万 千円

収入済額　　 億 万 千円［収入率 ］

一般会計
予 算 額

支出済額   億 万 千円［支出率 ］

23
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特別会計
予  算  額

■市債の借入金残高
区　　分 借入金残高

一 般 会 計

臨時財政対策債 億 万 千円

過疎対策事業債 億 万 千円

衛 生 債 億 万 千円

土 木 債 億 万 千円

教 育 債 億 万 千円

そ の 他 億 万 千円

小　計 億 万 千円

下 水 道 事 業 億 万 千円

農 業 集 落 排 水 事 業 億 万 千円

簡 易 水 道 事 業 億 万 千円

戸別合併処理浄化槽設置整備事業 億 万 千円

水 道 事 業 億 万 千円

工 業 用 水 道 事 業 億 万  円

合　　計 億 万 千円

区　　分 予算額 収入済額 支出済額 収入率 支出率
国民健康保険 億 万 千円 億 万 千円 億 万 千円 % %

後期高齢者医療 億 万 千円 億 万 千円 億 万 千円 % %

介護保険 億 万円 億 万円 億 万 千円 % %

下水道事業 億 万 千円 億 万 千円 億 万 千円 % %

農業集落排水事業 億 万 千円 億 万 千円 億 万 千円 % %

戸別合併処理浄化槽設置整備事業 億 万 千円 万 千円 万 千円 % %

簡易水道事業 億 万 千円 億 万 千円 億 万 千円 % %

小里財産区会計 万 千円 万 千円 万 千円 % %

億 万 千円

■市有財産
区　分 面積・金額

歳計現金（現金・預金） 億 万円

各種基金（各種積立金） 億 万円

有 価 証 券 万円

土 地 ㎡

建 物 ㎡

この執行状況は決算額ではありません。
平成 23 年度の決算額は 5月 31 日まで
出納整理期間があるため、その後にま
とまります。

■市税の内訳
［市　民　税］ 　24億 3,774万 4千円  （46.2%）
［固定資産税］ 　22億 5,965万 3千円  （42.8%）
［市たばこ税］　   2億 6,630万 5千円  （5.0%）

［都市計画税］              1億 7,408万円  （3.3%）
［軽自動車税］ 　1億 2,793万 9千円  （2.4%）
［そ　の　他］    　　  1,628万 8千円  （0.3%）

収入済額　　 億 万 千円［収入率 ］

支出済額   億 万 千円［支出率 ］
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温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

義
援
金
（
平
成
24
年
４
月
２
日
〜
４
月
23
日
受
入
分　

順
不
同
、
敬

称
略
）

〈
個
人
〉

　　

石
川
一
成　

３
万
円

〈
団
体
・
法
人
〉

　

瑞
桜
を
守
る
会　

１
万
８
千
円

匿
名
の
方
２
件　

２
万
７
６
５
６
円

義
援
金
累
計　

　

９
７
５
２
万
２
４
６
８
円

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
本
市
に
多
く
の
個
人
、
企
業
、
団
体

な
ど
か
ら
義
援
金
や
支
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
事
例
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
に
入
っ

た
靴
を
見
つ
け
た
の
で
購
入
を
決

め
、
メ
ー
ル
で
指
定
さ
れ
た
口
座

に
前
払
い
で
振
り
込
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
、
約
束
の
期
日
を
過

ぎ
て
も
商
品
が
届
か
な
い
。
連
絡

を
し
よ
う
と
し
た
が
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す

・ 

代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品

が
届
か
な
い
。

・ 
届
い
た
商
品
が
表
示
と
異
な

る
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

 

ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　
　
　

〜 

代
金
の
前
払
い
は
避
け
ま
し
ょ
う
〜

・ 

返
品
を
申
し
出
た
が
断
ら
れ

た
。

・
届
い
た
数
量
が
違
う
。

・ 

連
絡
先
に
電
話
を
し
て
も
つ

な
が
ら
な
い
…
な
ど

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
次
の
こ

と
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎ 

契
約
内
容
や
返
品
の
条
件
等

を
よ
く
見
て
慎
重
に
申
し
込

む
。

◎ 

商
品
代
金
の
前
払
い
を
避
け
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
代
金

引
換
、
振
り
込
み
用
紙
で
の

後
払
い
に
す
る
。

◎ 

相
手
の
名
前
、
連
絡
先
（
電

話
番
号
）、
契
約
内
容
、
広

告
画
面
や
申
し
込
み
画
面
、

申
し
込
み
確
認
画
面
を
印
刷

し
、
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
お

く
。

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
70

‐
１
３
２
２
）

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

家
族
で
食
事 

い
つ
も
は
言
え
な
い 

感
謝
の
言
葉

　
﹇
中
学
生
の
部
﹈
世
矢
中
１
年
（
受
賞
時
）　

佐
藤  

眞
生

平
成
23
年
度
常
陸
太
田
市
家
庭
の
日
推
進
募
集
標
語　

優
秀
賞

✿
✿
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■情報公開の実施状況

実施機関
請求
件数

左の処理状況
不服申立
件　　数

左の処理状況

公開
件数

一部公開
件　数

非公開
件　数

決定変更

市　長 40 17 15 8 1 1

教育委員会 1 1 0 0 0 0

■個人情報保護の運用状況
・個人情報取扱事務の届出件数　498 件
・開示請求の状況

実施機関
請求
件数

左の処理状況

開示
承諾

一部開示
一部承諾

非開示
拒　否

市　長 1 1 0 0

平成23年度 情報公開・個人情報
保護の状況
平成 23年度の市情報公開の実施状況および市個人情

報保護の運用状況について、次のとおり公表します。

問情報政策課情報化推進係（内線 305）

（情報政策課広報広聴係あて）

＜回答方法＞
アンケート用紙を切り取って、最寄りの公共施設のアンケート回収ボック

スに入れていただくか、ファクシミリ（72-3002）でお送りください。
二次元コードを認識できる携帯電話をお持ちの方は、右の画像を読み取っ

てアンケートサイトから回答することもできます（※通信料がかかります）。

✂
＜質問内容＞　番号に○をつけてください

性別   ① 男　　② 女 年齢
  ① 19歳以下　② 20～ 39歳　③ 40～ 59歳
  ④ 60～ 79歳　⑤ 80歳以上

質問１
広報紙は普段からよく読みますか？
　① よく読む　　② さっと目を通す程度　　③ あまり読まない

質問２

毎月の広報紙で関心があるコーナーは何ですか？（いくつ選んでも可）。

　①特集　　②おめでとうございます　　③エコミュージアム通信　　④二孝女物語　　⑤トピックス

　⑥つながりぼん　　⑦健康でいこう　　⑧文化財見どころガイド　　⑨農業のチカラ

　⑩防火クラブ・消防団紹介　　⑪インフォメーション　　⑫まちの話題　　⑬てくてくウォーク

　⑭園児たちのギャラリー　　⑮ボランティアがんばってます！　　⑯子育て応援広場　　

質問 3
広報紙で掲載してほしい記事やコーナーがあれば記載してください。

質問 4
広報紙全般について、ご意見があれば自由に記載してください。

広報
ひたちお

おた

「広報ひたちおおた」について、市民の皆さんのご意見をお寄せください。

お寄せいただいたご意見は、今後の広報紙づくりの参考にさせていただきます。

✂

善
意
あ
り
が
と
う

○ 

常
陽
銀
行
太
田
支
店
＝
市
内
小

学
校
新
１
年
生
の
防
犯
お
よ
び

児
童
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識

向
上
の
た
め
「
防
犯
ブ
ザ
ー

４
０
０
個
」

沢畑副支店長㊨から
防犯ブザーを受け取
る中原教育長

■
消
防
職
員
の
定
期
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付 

カ
ッ
コ
内
は
旧
）

◉
課
長
級　

消
防
本
部
総
務
課
長

（
北
消
防
署
長
）
福
田
智
光
／
消

防
本
部
消
防
課
長
（
南
消
防
署
第

１
部
副
署
長
）
江
幡
正
紀
／
北
消

防
署
長
（
消
防
本
部
消
防
課
長
）

袴
塚
孝
一
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まちの話題 my town news 

4月 14日～ 15日、旧瑞竜小学校の校庭で「第 1回
瑞桜まつり」が開催されました。瑞桜を守る会が主催

したこのまつりでは、瑞桜のライトアップ、カラオケ

大会、フラダンス・演劇の披露などが行われ、多くの

お客さんでにぎわいました。また、子どもたち向けの

駄菓子屋さんも登場し、賑わいを見せていました。

4月 14日、桜が満開の「西山の里 桃源」で、『劇
団水戸黄門』の皆さんが劇を上演しました。劇の演出

は、ＴＢＳドラマ「水戸黄門」で監督を務めた居川靖

彦さん。あいにくの雨模様のためレストラン内で行わ

れたこのステージでは、プロの俳優顔負けの迫真の演

技に、観客も見入っていました。30分ほどの劇が終
了すると、会場は大きな拍手に包まれました。

4月 9日、いばらき大使のタレント・磯山さやかさ
んが、テレビ企画での「竜神峡鯉のぼりまつり」の PR
のため、竜神大吊橋で撮影を行いました。

この様子は、テレビ朝日で毎週金曜日に放送されて

いる「ちい散歩」内の、「磯山さやかの旬刊！いばらき」

で、4月 20日に放送されました。

4月 21日、地域おこし協力隊の 5人が、千葉テレ
ビの生放送番組、「熱血Ｂ

ぼ

Ｏ
ー

ー
そ

Ｓ
ー

Ｏ ＴＶ」に出演。「竜
神峡鯉のぼりまつり」や「常陸秋そば」などを千葉

県の皆さんにＰＲしてきました。ハッスル黄門と一

緒に、茨城県や常陸太田市の良さを熱く語りました。

※ 常陸太田市の
ホームページ
でこの放送が
ご覧いただけ
ます。

　 トップページ
下 の 専 用 バ
ナーをクリッ
ク！
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「とってもきれい」「虫がいたよ！」里川の堤防沿い

には、のぞみ幼稚園（古平均園長）の年長児たちのか

わいらしい声が響きました。

4月 14日、機初橋南側の堤防沿い一面に咲いた菜の
花。園児たちは自分の背より少し小さい菜の花の中で、

花を摘んだり、虫を見つけたりと、さわやかな春を満

喫していました。古平園長は、「普段見過ごしがちな、

何気ない植物や小さな虫にふれることで、生命の尊さ

を感じてほ

しい」と話

していまし

た。

竜神大吊橋の鯉のぼりってどうやって泳がせるので

しょうか？ 4月 18日、水府まつり実行委員会により、
「竜神峡鯉のぼりまつり」の準備が行われました。

全国から寄贈された鯉のぼり約 1000匹を、竜神ダ
ムの上空や周辺に泳がせるため、切った竹に大・中・

小の鯉のぼりを取り付け。竜神峡にワイヤーをかける

作業では、作業員が竜神ダムを渡りロープをかけてい

ました。竜の形をした「竜のぼり」もありましたが、

皆さんは見つけられたでしょうか？

4月 23日、総合保健センターで「ウェルカム赤ちゃ
ん教室」が行われました。毎月 2回行われているこの
教室では、助産師や栄養士が妊娠・育児に関する講話

をしたり、育児体験をしています。今回は妊娠中の過

ごし方や母乳について、助産師から講話があり、その

後、腰痛予防のための姿勢のとり方や妊婦体操を行い、

和やかな雰囲気の中で妊婦さん同士の交流の場になり

ました。

　春の全国交通安全運動の周知と「子どもと高齢者の

交通事故防止」、また、「自転車の安全利用」「全席シー

トベルトとチャイルドシートの正しい着用」「飲酒運

転の根絶」を推進するため、瑞龍町小野下の国道 349
号で街頭キャンペーンが実施されました。

参加した団体は、太田警察署・太田地区交通安全協

会・太田地区安全運転管理者協議会・大好きおおたネッ

トワーク・ヤマト運輸・太田二高生徒会で、交通事故

防止を道行く運転者たちにチラシを配布しながら呼び

かけました。
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山吹運動公園

西山研修所
体育館

野球場

佐竹高

鼻取地蔵尊入口看板
県道
日立
笠間
線

総合福祉会館

愛保育園

市民武道館

太田二高

源
氏
川

山吹運動公園
（新宿町 1）

スタート

至
藤
田
町

文

文

WC

P

５

２
１

３

４ ６

今回は、佐竹地区を歩いてきました。山吹運動公園駐車場に車を置き、野球場のそばに歴史の里ハイキング

コースの看板があるので、それを目印に史跡をめぐるハイキングです。佐竹地区は、徳川光圀公ゆかりの史

跡が多くあるので、のんびり歩いて常陸太田の文化や歴史にふれてみてはいかがでしょうか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の
身近なウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いて
みませんか。

旧久昌寺跡② 
雪村の碑① 

山寺の水道④ 

⑤ 鼻取地蔵尊

⑥ 源氏川沿いのしだれ桜

③ 永田勘衛門（円水）の墓

昭和 19（1944）年に建立。「雪村」
は、室町時代の水墨画家で、刻まれ
ている文字は横山大観の筆によるも
の。震災の影響で倒れている。

 
文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

幕末の動乱により荒廃し、明治初期
に移転。

徳川光圀公の時代
には、久昌寺周辺
の水源確保のため
に清命水道と山寺
水道の 2つの水道
が敷設されている。
この両水道の設計・
施工を行ったのが、
永田円水である。

トンネルは、高さ 1.6ｍ、
幅 1.3ｍ前後の不整形な
かまぼこ形になってい
て、底には水が流れてい
る。

鼻取地蔵は、田植え
のときに小僧に化け
て馬の鼻取りを手伝
ったことからその名
がついたという。

総合福祉会館の周りに
は、地域の方のボランテ
ィアによって、47本のし
だれ桜とスイセンが植え
られている。
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ちゃん
ちゃん

くん

くん

ちゃん

くん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

平成 19年 4月 1日から活動を始めて約 6年、「ピュ
ア内堀の会」は、現在 22人の会員で運営しています。
以前、ボランティアの経験を通じて、地域で居場所

づくりを進めなければますます高齢者の孤立化が進ん

でしてしまうと思い、高齢者の方が気軽に集まり生き

がいを感じられるような、小規模の地域サロンづくり

をめざして町内会の協力のもと設立しました。

活動は、毎月 1回第 2金曜日に、地元公民館など
を借りて、元気な身体づくりを推進するため健康体

操、ゲーム・カラオケや料理教室など楽しいイベント

を行っています。

また、民生委員さんや町内会と連携を図りながら高

齢者が一人でも多く参加できるように働きかけを行っ

ています。

会員からは「最近地域で集まる機会が少ないので、

みんなが集まって会話するのが楽しい」という意見が

多数聞こえています。

今後、ますます高齢化が進んでいく中で、元気いっ

ぱい、潤いある

生活が送れるよ

う、住民自ら世

代を超えて助け

合っていける

ような活動を進

めていきたいと

思っています。

★ 「広報ひたちおおた」では、ボランティアに取り組ん
でいる方や団体を応援し、毎月ご紹介していきます！
　問情報政策課広報広聴係（内線 303・304）

ボランティア

　がんばって
ます！

高齢者の居場所づくりに一役

ピュア内堀の
会の皆さん

第 2回

くん

ちゃん

◇ピュア内堀の会について  問大兼郁子（☎ 72-7032）
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表紙に

よせて

市立図書館で行われている「ママ・プレママサロン」でのひとコマです。1歳前後のお子さんと保護者の皆さん
が多く参加。ママ同士はもちろん、小さなお友達のみんなも、自由な雰囲気の中で、のびのびと楽しんでいる様
子が印象的でした。


